
      
先月のさとやまで、タンキリマメの花をご紹介しましたが、9月になると、さらにさまざまなマメ科の植

物の花が見られます。 

クズは、秋の七草のひとつです。古くから、食用や薬用に利用されています。根から採ったデンプンは「く

ず粉」として有名です。 

クサネムは、葉がネムノキに似ているため名がつきました。里でもたくさんみられる黄色い蝶、キタキチ

ョウの主な食草になります。 

アレチヌスビトハギはひっつき虫の一種で、種子が服につくと厄介な嫌われ者ですが、花はかわいいです

ね。この種類は外来種ですが、里には在来種のヌスビトハギもあります。花はとても小さく、実はアレチが

種子が 5～6個つながっているのに対し、２つつながっています。 

ツルマメは、ダイズの原種だと言われています。鞘を茹でて枝豆のように食べることができるそうです。

また、ダイズの品種改良にも利用されます。 

ヤブマメは、花のあと地上にできる鞘の中には、うずら豆によく似た種子ができます。地下にできる閉鎖

花の種子は大きくて食べられるそうです。 

ノアズキは花がアズキに似ていますが、アズキの原種ではありません。 

マメ科の花は、特徴的な姿をしているのですぐ見分けることができます。里には他にも、ハギの仲間やコ

マツナギなどのマメ科の花がたくさん見られます。初秋の１日、こんな花を探しながら里を散策してみませ

んか。 
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お盆に毎年行われていた「かぎ万燈」の行事が、台

風接近のため中止されました。事前の草刈りは行わ

れ、すでに咲き始めたたママコナや、つぼみが出てい

たシラヤマギクやツリガネニンジンが刈り取られま

したが、地上部が焼かれなかったため、例年より花が

早目に見られるかもしれません。また、いつも刈り取

られてしまうオケラの花芽が、登山道の脇に残っていました。魚の骨のような総苞の様子を見るこ

とができます。また晩秋には、以前かぎ万燈が中止になって以来５年ぶりに花が見られるでしょう。 

講座「クワガタ探そう」を環境カウンセラーの山

口信夫氏を講師に迎え、８月４日（日）に開催しま

した。 

 昆虫好きな子どもたちが大勢集り、猛暑日の中熱

心に講師の話を聞いていました。ノコギリクワガタ

やカブトムシがたくさん繁殖し、木から染み出た樹

液を求め、たくさんのカブトムシがいて参加者はビ

ックリ。また、カブト以外にも色々な昆虫の生態が

見られとても良かったです。 

９月の行事予定 

・野草で紙すきをしてみよう          9月  7日（土） 午前 9:30  ～  11:30 

・里山を絵手紙にしてみよう         9月 22日（日） 午前 9:30  ～  11:30 

・バスハイク「鳳来寺山自然科学博物館」   9月 27日（金） 午前 8:30  ～  16:00 

10月の行事予定 

・棚田で稲刈り、はざかけだ！        10月 13日（日） 午前 9:30  ～  11:30 

    （雨天の場合は、10月 20日（日）に延期） 

・米つくりⅢ 棚田米の脱穀をしよう       10月 27日（日） 午前 9:30  ～  11:30 

（雨天の場合は、11月 3日（日）に延期） 

※参加受付は、開催日 2週間前の午前 8時 30分から先着順で来園、または電話受付します。 

※バスハイクは、鳳来寺山に生息する生き物や植物を観察します。市バスを使い弁当など持参で向

かいます。【６歳未満のお子さまは「チャイルドシート」をご持参ください。】 

※休園日（9/2、9/9、9/17、9/18、9/24、9/25、9/30） 
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８月の行事紹介 

万燈山では 
オケラの花芽と、晩秋の花 
のの実


